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平成 27 年度第１回（第７回）野洲市子育て支援会議結果報告 

 

１.開催日時・開催場所 

日時：平成 28年２月 18日（木） 午前 10 時～正午 

場所：野洲市役所本館３階第２委員会室 

 

２.出席委員 

◆子育て支援会議委員  

吉山 晋太郎委員（野洲市保育所保護者連絡協議会代表）、森 裕美子委員（野洲市Ｐ

ＴＡ連絡協議会（幼稚園）代表）・髙畑 智香子委員（野洲市ＰＴＡ連絡協議会（小学

校）代表）、窪田 明仁委員（野洲市ＰＴＡ連絡協議会（小学校）代表）、原田 直樹

委員（学童保育所連絡協議会代表）、山口 桂子委員（民間保育所代表）、水谷 威彦

委員○（野洲市社会福祉協議会代表）、古橋 紗人子委員◎（学識経験者）、苗村 正美

委員（野洲市民生委員児童委員協議会代表）、増田 多美子委員※（野洲市立小学校校

長会代表）、安田 亮委員（事業者代表） 

                             注）◎：会長、○：副会長、※：欠席 

◆市側出席者 

山仲市長、樋口健康福祉部政策監、三上こども課課長、田中こども課課長補佐・木虎こども課

課長補佐・井狩こども課課長補佐、北脇こども課専門員 

◆傍聴者 １名 

 

２．会長及び副会長の選出 

 事務局への一任を受け、会長に古橋紗人子委員、副会長に水谷威彦委員をそれぞれ選出。 

 

３.議事案件 

 （１）野洲市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 

事務局より、野洲市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について、基本目標１「子育

てにやさしい環境づくり」の事業№１～№23 及び№25、基本目標２「子どもの生きる力を育む

環境づくり」の事業№10 並びに基本目標３「すべての子どもが健やかに育つ環境づくり」の事業

№１、№３、№４、№11及び№13等の概要説明。 

◇委員からの主な意見・質問 ～要約～ 

（委員）  今回の進捗状況おいて、「達成度」で「Ａ」評価は達成できたということであるが、そ

うしたなかでも、今後へ繋げていくためにも、「今後の方向性や課題」の欄に何らかの

課題等をあげていくことが必要だと考える。今後検討願いたい。 

（委員）  基本目標１の事業№２の「子育て短期支援事業」は、必要な事業であるともに、

セフティーネットである点も踏まえて、広く市民に知ってもらうことにより、安心を提供で

きるのではないか。周知方法の検討を願いたい。 

（委員）  基本目標１の事業№６の「病児・病後児保育事業」の体調不良児対応型は、

現在２カ所で実施されている。平成 28 年度には３か所と増えるが、今後、広めて
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いく計画であるのか。 

（事務局） 体調不良児対応型は、本来は全ての園で体制を整えておくべきものと考えている。

従って、今後、関係各課と協議のうえ進めていきたいと考える。 

 

４.報告事項 

（１）平成 28年度幼保こども園、こどもの家の入所（園）状況について 

平成 28 年１月 31 日時点での平成 28 年度入所（園）の状況について説明。また保育

園及びこども園での待機児童の状況及び学童保育所の利用者の増加について説明。 

◇委員からの主な意見・質問 ～要約～ 

（委員）  保育所の待機児童発生要因の一つが保育士不足とのことであるが、保育士の不

足数はどれくらいか。 

（事務局） 児童の年齢や希望する園の規模や入所状況等により算定することは困難である

が、５人程度確保できれば、資料記載の待機児童９名は解消できるものと考える。 

（委員）  子どもが減少するなか、子育て家庭訪問事業（１歳児）の認知度が低いと感じ

る。周知方法等を検討する必要がある。 

 

（２）その他（多子世帯の利用者負担額、野洲市保育人材バンクについて） 

野洲市保育人材バンク並びに多子世帯及びひとり親世帯等の保育料（利用者負担）の軽

減措置の拡充について、口頭による概要説明。 

◇委員からの主な意見・質問 

（委員）  保育料は大変重要なことであるので、後日、紙ベースで配布願いたい。 

（事務局）了解した。今回は国の制度について情報提供したもので、制度が正式に確定したら、

改めて、お知らせしたいと考える。 

 

５．その他 

 ◇次回会議の予定について 

 次年度には、２回の会議を予定している。年度当初に当該年度の計画に係る会議を、年度

末に実績報告に係る会議を予定している。 


